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※ 図中の番号はパンフレットに掲載した店舗の位置を⽰す。
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特集：古い建物を活⽤する
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焦がし屋 武⼀ ①
優しいオーラを放っている店⻑の福島佑⾥さん。埼⽟県

内では珍しい、ほうじ茶を専⾨に扱う店舗を⼀⼈でまかさ
れている。「茶の⻄⽥園」社⻑の⼩林伸光さんからのお誘
いと、ご⾃⾝が妻沼に対し愛着が沸いてきたことがきっか
けとなり、古⺠家をリノベーションして誕⽣した。店内に
は⽊の⾻組みがみられ、以前の古⺠家の名残を感じさせる。
焦がし屋武⼀さんは営業を開始してから１年、外観はも

ちろんきれいであり、店内も落ち着いた雰囲気で、⾒やす
いつくりとなっている。こちらのお店では、ほうじ茶の⾃
家焙煎を⾏っており、こだわりのある逸品を提供している。
（U.K.）

cafe & bar まほろば ②

あでやかでエネルギッシュなオーナーのいるカフェ
&バー。飲み物や料理はもちろんのこと、店内にはギ
ターやピアノなどの楽器が置かれ、不定期でライブな
ども⾏われている。
もともと別の場所でサービス業をしていたオーナー

のAmiさんは、夫の⽣まれ育ったこの町でお店をやり
たいと思っていた。そこに、以前は薬屋だったこのお
店の家主さんとのふとしたご縁があり、今のまほろば
が⽣まれた。店名の“まほろば”は、「素晴らしい場
所」や「住みやすい場所」という意味を持つ。そんな
まほろばのように、来てくれる⼈の居⼼地の良い場所
となることを願い、Amiさんは今⽇も元気に営業を続
けている。（Y.C.）

⾦⼦古家具店 ③

店主の⾦⼦裕⾺さんは、現店舗で営業を開始して3
年を迎える。店舗を開設する以前から、古⺠家で店を
営業したかったという⾦⼦さんの意向もあり、店内に
⼊るとアンティークで趣のある照明に、様々な古家具
が隅々まで並べられている。レトロでどこか飾り気の
ない外装と⾒事にマッチしている。
専⾨学校などで学んだ知識や経験を活かし、店では

古家具の修理や販売を⾏っている。⾦⼦さんは、妻沼
の⼈々の温かさや、かわいらしい街並みに魅了される
という。（K.C.）

河内たこ焼 妻沼 ⑤

聖天⼭から⻄へ歩いて約3分。えんむちゃん⼊りの
⾚い看板が⽬印のこの店は、⼤阪出⾝のオーナーが営
業するたこ焼き屋だ。もともと旅⾏代理店だった建物
を、商⼯会の紹介によりたこ焼き屋の店舗として利⽤
している。オーナーの川端浩三さんは、もとはシステ
ムエンジニアで、その関係で⼤阪から妻沼へ移動した
そうだ。
提供されるたこ焼きは、コラーゲン満点で、ソース

は⽢⼝と⾟⼝、塩、醤油などから選ぶことができる。
⼤阪で⽣まれ育った川端さんが、⺟親から受け継ぎア
レンジして作るたこ焼きを、ぜひ味わってみてはいか
がだろうか？（S.K.）

【特集】妻沼で“古い建物”を活かす
聖天⼭の⾨前町、妻沼には古⺠家や空き店舗を活⽤した個性豊かなお店がいっぱい

まっち珈琲 ④

妻沼との縁があり、店舗開設までに⾄ったまっち珈
琲さん。営業開始から８年、店主のまっちさんは妻沼
の⼈たちについて、いい意味でお節介なところを気に
⼊っていると語ってくださった。
もとはガレージだった場所を活⽤して始まったお店

とのことから、内装からはもとの名残を感じられ、何
か懐かしさも感じさせるような雰囲気をつくり出して
いる。（U.K.）
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⼥神之沼 ⑩

お休み処めぬま館の隣に、2019年4⽉にオープンし
たタイ雑貨店。⼦供の頃からタイが好きで、現地で
お仕事もされていた佐々⽊かずみさん。そんなタイ
⼤好きなオーナーさん⾃⾝が、品物の買い付けをタ
イで直接⾏っているからこそできる、豊富な品揃え
と価格設定。タイ雑貨が並ぶ店内は、まるでタイに
いるかのような雰囲気。もちろん妻沼⼟産もありま
す！
聖天様はタイで⼈気のあるガネーシャ様ともつな

がりがあるのだとか…「聖天⼭には外国からの観光
客にも来ていただきたい！」とおっしゃっていた。
（M.Y.）

ココダッテ ⑨

空き店舗活⽤第1号店。店主の須⽥芳⼰さんが旧病
院の建物を活⽤して開いた店舗で、ここで営業を始
めて2年⽬になる(以前は隣の空き店舗で営業してい
た)。瓢箪を使った⼯作体験ができるお店で、ここを
拠点に全国展開している。過去にメディアで特集さ
れるなど、実⼒派の店⻑から直接製作指導を受けら
れる。なお、訪問する際は予約が必要。
（U.D. & H.H.）

お休み処 めぬま館 ⑧

過去にオーナーの⽥島通明さんが住んでいた住居
を改修して、観光客向けにお休み処としてめぬま館
を開館した。そのきっかけは、2012年に聖天⼭が国
宝に指定されたことだ。聖天⼭に参拝に来た観光客
が⼀息つける場所を提供している。⽥島さんは、今
後妻沼にもっと多くの若者に来てもらって、できれ
ばお店を経営してもらいたいと話していた。聖天⼭
に参拝し、休憩をとりつつ、ゆっくり妻沼を散策し
てみるのはどうだろうか。（S.K.）

タイ古式セラピー
ゆるん ⑦

以前は医療関係のお仕事
をされていたセラピストの
元島睦⼦さんが、お⼀⼈で
経営されているサロン。熊
⾕市で⾏われている⼥性プ
チ起業⽀援セミナーに参加
したことをきっかけに、妻
沼にあるチャレンジショッ
プのことを知り、そこで3年
間営業した。その後商⼯会
に相談したところ、もとも
と写真屋さんであった現在
の店舗を紹介され、営業を
開始した。
ゆるんでは、⼥性限定の

完全個室のプライベート空
間でタイ古式マッサージを
受けることができる。
（K.T.）

古⺠家・空き店舗活⽤から
地域のリノベーションへ

熊⾕市妻沼地区には、魅⼒的で新しい
店舗が次々と誕⽣している。だが、新し
いとはいっても新築ではない。古⺠家や
空き店舗を活⽤したリノベーションによ
る新店舗である。
この事業で中⼼的役割を果たしている

のが妻沼地区に本所を置く「くまがや市
商⼯会」だ。熊⾕市の⽀援を受けた
「ウェルカムSHOP事業」や埼⽟県がバッ
クアップする「経営⾰新計画承認制度」
を積極的に展開している。これにより
個々の店舗の魅⼒が⾼まり、住⺠主体の
地域イベントと相まって、地区全体の魅
⼒が増している。（K.T.）

Yʼs cafe ⑥
以前は、都内でバリスタ

をしていた⼤武 優さん。
商⼯会や地元の菓⼦店(さ
わた)からの誘いがありこ
の古⺠家でカフェを開いた。
店は路地を⼊ったところに
あるため⾒つけにくいが、
築124年の建物の外観と相
まって隠れ家的な存在に
なっている。
隣接するパン⼯房や「さ

わた」のお菓⼦が持ち込み
⾃由なので、ゆったりとし
た空間でオーナー⾃慢の上
質なスペシャルティーコー
ヒーとともに⾷べることが
できる。（O.M.）
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Olive
知っているようで知らない妻沼の⾃然と歴史



妻沼には1943年から1983年まで、東武鉄道熊⾕線が熊⾕駅から妻
沼駅を結んでいた。その開通⽬的は、群⾺県太⽥市への軍需輸送で、
妻沼から利根川を越えて太⽥市まで結ばれる予定であった。しかし、
建設途中で終戦を迎え、利根川を渡る橋梁の橋脚は造られたものの、
開通を果たすことはなかった。

知っているようで知らない妻沼の⾃然と歴史知っているようで知らない妻沼の⾃然と歴史



⽴正⼤学 地球環境科学部 地理学科
⽴正⼤学(所在地：東京都品川区および埼⽟県熊⾕市)は、

2022年に開校150周年を迎える歴史と伝統のある総合⼤学
で、⼈間・社会・地球(環境)に関する8学部15学科7研究科
を有しています。熊⾕キャンパスにある地球環境科学部地
理学科には約500⼈の学⽣が在籍し、⼈⽂・⾃然の両⾯から
地域の課題を探っています。

地理学科の⽚柳ゼミでは、2012年に妻沼地区で活動を始
めて以降、くまがや市商⼯会、めぬま商⼈会(あきんどかい)、
道の駅めぬま等と連携しながら、さまざまな媒体をとおし
て地域の情報を発信してきました。

この冊子は「立正大学研究推進・地域連携センター支援費」を使用して作成しました。

⽚柳ゼミのメンバー(2019年度)
阿部涼弥、⾅⽥圭佑、内⽥⼤揮、⼤澤睦実、川村智⼦、⼩林知寛 、征⽮⼀輝、出浦由佳

成岡⼤輔、⻑⾕川弘樹、花岡拓哉、三重野佑希、⽔野祐太郎、⽮内千聖、吉⽥亮介、⽚柳 勉

2020年3月発行

住所：〒360-0194 埼⽟県熊⾕市万吉1700
Tel 048-539-1630 http://rissho-map.jp

めぬま観光読本。
(2015年３⽉発⾏)

熊⾕市めぬま縁結びキャラクター
「えんむちゃん」

めぬまの道の駅のジェラート⾷べながら
「次はどこへ⾏こうか」バラの数を数える
めぬまの道の上ですれ違う⼈たちの
ほほえむ姿を⾒た 今⽇はいい⽇になるだろう

⽇本⼀あつい町の⽇常に⼼あたたまる
めぬま こんなに溢れているなつかしさ

めぬまに来たなら⼈のぬくもり肌で感じて
縁結びも災いもみんな聖天様が⾒守っている
めぬま 素敵な町にしていこう

めぬま こんなに溢れている⼿づくり感
⼈と⼈との繋がり感じて

町の⼈たちの笑顔はみんなぬくもりで溢れてる
この想い歌にのせて

めぬま 歩くとわかるこの安⼼感
新たな時代を歩んでいこう

時代揺れ動く中でこの町は
変わらない暮らしがある

めぬまを今⽇も歩く「次はどこへ⾏こうか」
⼈の想いを結ぶこれからもこの町で

めぬまの詩
作詞作曲：⽮内千聖 feat. 阿部
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路線バス情報

熊谷駅→妻沼聖天前 （480 円）
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鉄道・バスの利用

めぬま観光読本
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